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一　

多
賀
城
跡
の
調
査
と
貞
観
大
地
震

・
津
波
被
害

１
．
多
賀
城
跡

奈
良
平
安
時
代
、
政
府
は
全
国
を
都
道
府
県
に
相
当
す
る
国
に
分
け
治
め
た
。
東
北
地
方
は

陸
奥

・
出
羽
二
国
、
陸
奥
は
福
島

・
宮
城
、
出
羽
は
山
形

・
秋
田
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
北
秋

田
北
半
・
岩
手
・
青
森
は
支
配
が
及
ば
ず
、
「
蝦
夷
」
の
住
む
地
と
さ
れ
、
内
国
化
が
課
題
だ
っ
た
。

多
賀
城
は
東
北
地
方
に
置
か
れ
た
巨
大
な

「
行
政
施
設
」
で
「
国
府
多
賀
城
」
と
も
言
わ
る
が
、

一
般
の

「
国
府
」
と
比
べ
大
規
模
で
構
造
も
異
な
り
、
役
割
に
も
差
異
が
あ
る
。
地
域
は
九
州

に
飛
ぶ
が
、
大
宰
府
は
九
州
九
国
と
壱
岐

・
対
馬
二
島
を
管
轄
し
、
兼
ね
て
外
寇
を
防
ぎ
外
交

の
事
を
掌
る
役
所
で

「
遠
の
朝
廷
」
と
称
さ
れ
た
。
一
方
多
賀
城
は
陸
奥

・
出
羽
二
国
を
管
轄

し
蝦
夷
政
策

・
戦
闘
に
も
か
か
わ
り
、
「
外
寇
を
防
ぐ
事
と
外
交
」
も
掌
り
、
他
地
域
の
国
府

と
は
明
ら
か
に
違
う
。
多
賀
城

・
大
宰
府
の
共
通
点
を
単
純
に
言
う
と

「
広
域
支
配
と
外
寇
を

防
ぐ
・
外
交
」
で
あ
ろ
う
。
「
西
の
大
宰
府
東
の
多
賀
城
」
と
並
び
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

多
賀
城
に
関
し
詳
述
す
る
の
は
本
文
の
趣
旨
で
な
い
が
、
筆
者
は
長
く
多
賀
城
跡
の
調
査
研

究
に
当
っ
た
の
で
、
先
ず
こ
の
度
の
巨
大
地
震
と
多
賀
城
跡
の
調
査
所
見
と
の
関
わ
り
に
触
れ
た

い
。
継
続
的
調
査
は
一
九
六
九
年

「
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
」
の
発
足
後
で
あ
る
。
八

〜
一
一
世
紀
前
半
に
継
続
し
た
遺
跡
理
解
の
た
め
、
研
究
所
は
以
下
の
遺
構
期
を
設
定
し
た
。

Ⅰ
期
：
創
建
期
、
八
世
紀
前
葉　

七
二
〇
年
代
頃
か
ら

Ⅱ
期
：
八
世
紀
半
ば
の
七
六
〇
年
頃
か
ら
、
宝
亀
一
一

（
七
八
〇
）
年
伊
治
公
呰
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　

乱
に
よ
る
放
火
で
焼
失
崩
壊

Ⅲ
期
：
Ⅱ
期
の
復
興
、
貞
観
一
一

（
八
六
九
）
年
の
大
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害

Ⅳ
期
：
Ⅲ
期
被
災
後
の
復
興

２
．
貞
観
一
一
年
の
大
地
震

三
・
一
一
以
後
注
目
さ
れ
た
の
が
、
Ⅲ
期
終
末
と
Ⅳ
期
開
始
の
指
標
と
し
た
貞
観
一
一
年
大

地
震
で
あ
る
。
〚
日
本
三
大
実
録
』
に
状
況
が
記
さ
れ
、
被
害
の
甚
大
さ
と
事
態
の
恐
怖
が
伝
わ
る
。

こ
の
地
震
専
門
家
は
Ｍ
八
．
四
以
上
と
推
定
。
夜
間
に
起
き
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
激
し
い

揺
れ
で
、
家
屋
は
倒
壊
し
、
地
割
れ
が
生
じ
死
者
が
出
た
。
多
賀
城
も
被
害
を
受
け
、
城
郭
・
倉
庫
・

門

・
櫓

・
築
地
が
崩
壊
し
た
。
直
後
に
津
波
が
襲
い
海
水
は
城
下
に
到
り
、
原
野
も
道
路
も
分

か
ら
ず
一
面
海
と
化
し
た
と
あ
り
、
溺
死
者
は
一
〇
〇
〇
人
程
と
い
う
。

筆
者
は
こ
の
貞
観
大
地
震
を
知
っ
て
い
た
。
顧
み
て
調
査
で
は
Ⅲ
期
被
害
状
況
を
検
出

・
検
討

す
る
よ
り
は
、
Ⅳ
期
復
興
工
事
の
究
明
に
よ
り
強
い
関
心
が
有
っ
た
。
Ⅲ
期
崩
壊
後
に
Ⅳ
期
工
事

が
重
な
る
の
で
止
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
が
、
被
災
の
状
況
を
子
細
に
検
証
す
る
視
点
に
欠
け
て

い
た
。
さ
ら
に

『
日
本
三
大
実
録
』
が
記
す
被
害
は
多
賀
城
近
辺
に
限
ら
れ
る
と
考
え
て
き
た
。

し
か
し
近
年
被
害
範
囲
は
我
々
の
見
方
を
は
る
か
に
超
え
た
事
が
判
明
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
残

念
な
こ
と
に
学
界
の
常
識
で
は
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
三
・
一
一
大
地
震
後
の
大
津
波
に
よ
り
家

屋

・
家
財
流
失
の
被
害
を
受
け
た
。
多
賀
城
跡
を
長
く
発
掘
調
査
し
た
考
古
学
研
究
者
と
し
て
、

過
去
の
地
震

・
津
波
を
知
り
な
が
ら
実
態
に
迫
る
こ
と
に
つ
て
怠
惰
で
あ
っ
た
と
強
く
反
省
す
る
。

我
々
が
地
震

・
津
波
の
痕
跡
を
究
明
し
危
険
性
を
強
調
し
て
い
た
ら
、
今
次
の
被
害
は
軽
減
で

き
た
は
ず
と
思
い
、
考
古
学
失
格
者
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。

３
．
終
の
棲
家
と
被
災

三
．一
一
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て

桑
原
　
滋
郎
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筆
者
は
定
年
退
職
後
、
宮
城
県
南
部
の
亘
理
郡
山
元
町
に
移
り
住
み
、
荒
地
一
反
歩
を
開

墾
し
畑
を
楽
し
み
、
弓
道
に
精
進
し
、
考
古
学
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
海
岸
か
ら

数
百
ｍ
入
っ
た
海
抜
二
ｍ
の
地
で
、
防
潮
堤
の
背
後
に
二
、
三
〇
〇
ｍ
幅
の
防
風
林
が
あ
っ
た
。
防

潮
堤
に
立
つ
と
、
緩
く
大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
海
岸
が
続
き
、
北
に
仙
台
港
が
南
は
福
島
相
馬
港

を
遠
望
で
き
た
。
将
来
想
定
さ
れ
る
東
北
大
震
災
は
と
も
か
く
、
津
波
は
心
配
な
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
呑
気
に
構
え
ほ
ぼ
一
〇
年
間
平
穏
に
過
ご
し
た
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
特
別
名
勝

「
松
島
」
の
現
状
変
更
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
白
砂
青
松

で
名
高
い
東
松
島
町
野
蒜
海
岸
の
防
潮
堤
工
事
で
建
設
省
は
高
さ
八
ｍ
を
主
張
、
「
よ
り
低
く
」

と
抵
抗
し
た
が

「
津
波
防
災
工
事
、
太
平
洋
沿
岸
は
一
律
こ
の
高
さ
、
こ
れ
で
津
波
の
心
配
は

な
し
」
と
迫
ら
れ
妥
協
し
た
記
憶
が
あ
る
。
山
元
町
で
も
防
潮
堤
は
国
策
な
の
か
確
か
に
八
ｍ
の

高
さ
、
さ
ら
に
は
町
発
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と

「
河
口
に
迫
っ
た
津
波
が
溢
れ
出
し
て
も
、

膝
下
に
海
水
が
及
ぶ
程
度
の
地
域
」
の
中
に
我
が
家
は
あ
っ
た
。

大
地
震
発
生
時
、
経
験
の
無
い
激
し
い
揺
れ
が
数
度
、
『
日
本
三
大
実
録
』
の

「
伏
し
て
起
つ

能
わ
ず
」
程
で
な
い
に
し
ろ
、
例
え
る
な
ら
暴
れ
馬
の
背
に
辛
う
じ
て
立
っ
て
い
る
よ
う
な
心
地
で
、

床
を
曲
面
に
感
じ
た
。
し
か
し
後
に
襲
う
津
波
は
念
頭
に
無
く
、
避
難
す
る
気
持
も
お
き
な
か
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
散
乱
す
る
書
物

・
音
楽
ソ
フ
ト
・
粉
々
の
食
器
を
み
て

「
こ
れ
は
た
だ
事
で

は
な
い
」
と
徐
々
に
恐
怖
が
募
り
、
次
男
に

「
役
場
に
ゴ
ー
！
」
と
大
声
で
呼
び
か
け
、
別
々
の

車
で
出
た
。
県
道
ま
で
二
〇
〇
ｍ
足
ら
ず
の
道
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
浮
き
上
が
り
、
私
は
辛
う
じ

て
通
り
抜
け
た
が
、
次
男
は
通
行
不
能
。
途
中
警
察
官
に
行
き
あ
っ
た
が
、
彼
は
笑
顔
で

「
大

丈
夫
？
」
と
問
い
か
け
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
津
波
に
は
気
付
い
て
な
い
風
だ
っ
た
。
県
道
の
店
先

で
は
数
人
の
老
人
が
談
笑
し
て
い
た
。
う
か
つ
に
も
筆
者
は
指
定
避
難
所
を
知
ら
ず
、
思
い
つ
く

ま
ま
数
キ
ロ
西
の
国
道
六
号
を
越
え
た
役
場
に
避
難
し
た
。
逃
げ
遅
れ
た
次
男
と
再
会
し
、
日

暮
時
、
役
場
か
ら
東
太
平
洋
側
を
望
む
と
、
異
様
な
光
景
が
展
開
し
て
い
た
。
防
風
林
は
消
え

失
せ
、
前
面
を
白
く
砕
き
な
が
ら
、
一
ｋ
ｍ
近
く
ま
で
迫
る

「
ど
す
黒
い
巨
大
な
動
き
」
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
海
岸
線
は
識
別
出
来
ず
、
先
ほ
ど
急
ぎ
通
っ
た
農
道
も
田
も
見
え
ず
、
県
道

沿
い
の
集
落
は
皆
無
。
こ
の
頃
我
が
家
は
津
波
に
攫
わ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
の
実
感
は
な
く
、
目

前
で
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
事
態
を
理
解
で
き
か
ね
た
。

　
　
　

二　

被
災
後
の
事

１
．
数
々
の
支
援

明
く
る
朝
、
海
水
の
引
き
き
ら
ぬ
荒
涼
た
る
破
壊
現
場
を
遠
望
し
た
が
、
動
顛
す
る
こ
と
も

な
く
淡
々
と
し
た
心
境
。
「
こ
ん
な
こ
と
が
現
実
に
起
き
た
」
と
い
う
程
度
の
感
慨
。
立
ち
入
り

禁
止
解
除
を
待
ち
二
四
日
現
地
確
認
。
土
台
を
残
す
数
々
の
み
で
家
屋
家
財
は
一
切
な
し
、
丹

精
し
た
耕
作
土
は
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
洗
い
流
さ
れ
赤
土
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
時
漸
く
被
災
を
現

実
と
し
て
受
け
止
め
た
。
「
無
我
夢
中
の
思
考
停
止
期
間
」
を
経
て
我
に
返
る
と

「
住
む
に
家
無

し
の
現
実
」
に
ほ
と
ほ
と
困
惑
。
三
月
末
、
聞
い
た
当
座
耳
を
疑
っ
た
が
、
家
内
の
同
級
生
か
ら

「
北
秋
田
市
の
実
家
を
提
供
す
る
、
生
活
用
具
全
て
揃
っ
て
い
る
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
」
と
い
う

話
を
頂
き
、
四
月
上
旬
仙
台
を
離
れ
た
。
豪
壮
な
お
宅
で
半
年
、
秋
田
の
方
々
の
温
か
さ
に
触

れ
な
が
ら
暮
し
、
心
身
の
安
定
を
得
た
。
し
か
し
当
地
は
名
に
し
負
う
豪
雪
地
帯
、
老
人
に
は

越
冬
は
無
理
と
の
こ
と
で
、
思
い
悩
む
う
ち
、
家
内
の
別
の
同
級
生
か
ら

「
和
歌
山
市
の
空
き
家

を
提
供
す
る
、
雪
の
前
に
越
し
た
ら
」
と
の
話
を
頂
き
、
一
〇
月
東
北
の
人
間
が
南
国
紀
州
の

住
人
に
な
っ
た
。
二
度
の
奇
跡
的
な
好
意
に
す
が
っ
て
、
「
住
む
に
困
ら
ぬ
」
生
活
が
で
き
た
こ
と
は
、

誠
に
有
難
い
。
衣
食
に
付
い
て
は
、
衣
類
は

「
着
た
き
り
雀
」
だ
が
、
食
は
絶
え
る
こ
と
な
い
支

援
物
資
に
よ
り
飢
え
を
知
ら
ず
。
こ
の
間
知
人

・
友
人

・
先
輩
そ
し
て
親
族
か
ら
の
物
心
両
面

の
援
助
が
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
暮
ら
す
事
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
う
。
言
い
難
い
こ
と
だ
が
、
感

謝
す
る
反
面
、
「こ
ん
な
に
し
て
頂
い
て
誠
に
申
し
訳
な
い
、
迷
惑
を
か
け
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
負

い
目
も
感
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
項
の
タ
イ
ト
ル
を
数
々
の
支
援
と
し
た
も
の
の
、
全
て
を
書
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
最
後
に
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
二
つ
を
記
し
て
、
こ
の
項
を
終
え
た
い
。

筆
者
は
中
学
二
年
二
学
期
に
札
幌
か
ら
旭
川
近
郊
に
転
校
、
一
年
強
在
学
し
卒
業
。
既
に
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五
五
年
を
経
た
と
い
う
の
に
、
被
災
直
後
同
級
生
五
〇
数
名
か
ら
多
大
の
カ
ン
パ
が
あ
っ
た
。
短

期
間
在
学
の

「
他
所
者
」
を
覚
え
て
居
て
く
れ
た
友
情

・
芳
志
に
感
涙
し
た
。
今
一
つ
は
、
大

学
弓
道
部
先
輩
の
事
で
あ
る
。
弓
道
の
奥
義
を
窮
め
最
高
位
の
範
士
八
段
、
新
潟
県
弓
道
連
盟

会
長
の
方
。
震
災
時
、
先
輩
は
末
期
の
癌
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
闘
病
中
だ
っ
た
。
ベ
ッ
ド
で
し

き
り
に
私
の
安
否
を
気
に
か
け
ら
れ
、
数
日
後
に
奥
様
か
ら

「
桑
原
無
事
」
を
聞
く
と
、
声
を

出
し
て
泣
い
て
喜
ん
で
下
さ
り
、
訳
を
知
ら
ぬ
同
室
人
が
誤
解
し
て

「
痛
く
て
泣
く
男
が
あ
る
か
、

皆
堪
え
て
い
る
」
と
窘
め
た
と
、
後
日
奥
様
か
ら
伺
っ
た
。
こ
の
様
に
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援

を
受
け
た
こ
と
、
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
同
時
に
反
省
点
も
多
い
。
先
ず
自
助
努
力
の
欠
如
。

ま
た
顧
み
て
こ
れ
ま
で
他
者
に
こ
の
度
受
け
た
よ
う
な
温
か
さ
で
接
し
た
か
、
加
え
て

「
無
事
を

泣
い
て
喜
ん
で
頂
く
」
程
の
価
値
が
私
自
身
に
あ
る
の
か
等
々
、
皆
甚
だ
心
許
な
い
。
肝
に
銘
じ

余
生
を
過
ご
さ
ね
ば
と
痛
感
す
る
。

２
．
貧
弱
な
行
政
の
対
応

数
え
き
れ
な
い
私
的
な
援
助
を
受
け
、
大
き
な
不
安
も
な
く
生
活
で
き
た
反
面
、
三
．
一
一

被
災
に
対
す
る
政
府

・
行
政
の
対
応
は
、
余
り
に
も
貧
弱
だ
。
マ
ス
コ
ミ
が
報
じ
る
原
発
被
害
対

応
で
、
全
体
が
凡
そ
分
か
る
だ
ろ
う
が
、
放
射
能
汚
染
地
域
以
外
の
復
興
策
と
生
活
再
建
支

援
も
不
十
分
だ
。
総
理
大
臣
は

「
国
民
の
生
命
財
産
は
守
る
」
と
声
高
だ
が
、
そ
の
実
感
は
皆

無
。
以
下
金
銭
の
絡
む
話
も
あ
り
不
愉
快
か
も
知
れ
な
い
が
、
身
の
回
り
の
実
態
を
記
し
て
お
き

た
い
。
被
災
直
後

「
生
活
再
建
支
援
金
最
高
三
〇
〇
万
円
」
と
し
て
、
家
屋
全
壊
被
害
者
に

内
一
〇
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
た
。
残
余
二
〇
〇
万
円
は
家
屋
を
購
入
す
る
か
建
築
し
た
時
に
と

い
う
。
全
壊
家
屋
は
膨
大
だ
ろ
う
が
、
状
況
は
区
々
で
、
流
失

・
焼
失

・
倒
壊
、
或
は
一
見
旧

状
を
止
め
た
も
の
も
含
む
。
そ
れ
ら
全
て
同
一
扱
い
に
す
る
の
は
如
何
な
も
の
か
。
流
失

・
焼
失

は
家
屋
生
活
用
具
一
切
を
失
い
、
完
全
に
ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発
で
、
多
く
の
困
難
を
伴
う
の
は
自

明
だ
。
「
生
活
再
建
支
援
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
被
害
の
状
況
に
応
じ
た
区
分
を
設
け
る
べ
き
だ
。

こ
れ
で
は
途
方
に
暮
れ
る
者
も
多
い
と
思
う
。
ま
た
仮
設
住
宅
を
視
察
し
た
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
が

「
人
間
の
ハ
ウ
ス
で
は
な
い
」
と
評
し
た
と
聞
く
が
、
狭
い
う
え
に
質
が
悪
い
。
復
興
住
宅
建
設
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
な
お
八
万
余
人
が
二
〇
一
五
年
を
仮
設
で
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
言
う
と
、
公
的
支
援
を
受
け
る
時
に

「
世
帯
の
縛
り
」
が
窮
屈
だ
。
分
か
り
難
い
と
も
思

う
か
ら
、
筆
者
の
経
験
を
述
べ
る
と
、
山
元
町
の
被
災
者
に
は
農
家
の
方
も
い
て
、
大
き
な
家
に

数
世
代
が
同
居
す
る
例
も
多
い
。
家
屋
流
失
の
場
合
同
居
全
員
が
一
世
帯
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
「
仮

設
住
宅
一
戸
、
道
具
類
一
セ
ッ
ト
」
が
宛
が
わ
れ
る
仕
組
み
。
狭
い
仮
設
に
全
員
は
無
理
な
の
で
、

別
々
に
住
ん
で
も
、
三
．
一
一
現
在
の
世
帯
単
位
だ
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
支
援
は
望
め
な
い
。
筆

者
の
場
合
、
和
歌
山
県
海
南
市
で
夫
婦
二
人
一
世
帯
、
次
男
は
仙
台
市
で
単
身
一
世
帯
、
実

態
は
二
世
帯
に
分
解
。
次
男
が

「
見
做
し
仮
設
」
に
住
む
の
で
一
世
帯
一
件
の
原
則
が
適
用
さ

れ
、
海
南
市
で
の
借
家
家
賃
補
助
は
対
象
外
だ
。
ま
た
私
た
ち
は
転
居
し
た
場
合
、
二
週
間
以

内
に
住
民
票
を
移
す
義
務
が
あ
る
と
思
っ
て
き
た
が
、
今
こ
の
制
度
が
怪
し
い
。
次
男
が

「
仙
台

市
に
住
民
票
を
移
す
」
と
役
場
に
言
う
と

「
人
口
が
減
る
か
ら
こ
の
ま
ま
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

諄
い
よ
う
だ
が
、
国
民
健
康
保
険
医
療
費
補
助
に
つ
い
て
少
し
触
れ
よ
う
。
被
災
後
医
療
費
が
免

除
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
判
断
自
治
体
独
自
で
行
う
と
さ
れ
、
昨
年
か
ら
海
南
市
は
免
除
を
中
止
、

歳
を
と
る
と
医
者
に
か
か
る
機
会
が
増
え
こ
そ
す
れ
減
る
こ
と
は
な
い
。
健
康
保
険
は
国
の
制
度

な
の
に
、
自
治
体
独
自
の
判
断
に
任
せ
、
扱
い
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
不
平
等
。
「
貧
す
れ

ば
鈍
す
」
で
は
な
い
が
、
現
在
ル
ー
ズ
な
住
民
票
を
元
に
戻
し
た
く
も
な
る
。
因
み
に
山
元
町
は

医
療
費
免
除
の
ま
ま
と
聞
く
。

震
災
直
後
、
私
の
住
ん
だ
地
を
含
む
津
波
被
害
地
を
、
宮
城
県
と
山
元
町
は
居
住
禁
止
区
域

に
指
定
し
、
将
来
防
災
緑
地
ゾ
ー
ン
と
す
る
構
想
と
聞
い
た
。
こ
れ
も
や
む
な
し
と
同
意
し
た
が
、

住
宅
地
と
し
て
の
価
値
の
大
幅
な
低
下
を
招
く
措
置
に
補
償
は
無
か
っ
た
。
私
の
土
地
は
昨
年
「
代

替
地
取
得
の
一
助
に
」
と
買
収
さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
も
な
い
居
住
禁
止
区
域
の
評
価
額
は

知
れ
た
も
の
、
「
適
正
な
鑑
定
評
価
に
よ
り
買
い
取
る
」
と
町
は
言
う
が
、
売
り
手
と
買
い
手
の

交
渉
も
な
く
事
は
済
ん
だ
。
私
の
印
象
で
は
震
災
前
の
半
額
程
度
だ
っ
た
。
多
く
の
国
民

・
市
民

他
か
ら
の
義
援
金
を
数
回
、
県

・
町
経
由
で
頂
き
、
大
い
に
力
づ
け
ら
れ
が
、
何
度
目
か
の
義

援
金
が
振
り
込
ま
れ
た
直
後

「
間
違
え
た
の
で
、
返
金
せ
よ
」
の
通
知
が
有
っ
た
。
立
腹
し
、
し
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ば
ら
く
放
置
す
る
と

「
返
金
し
な
い
と
貴
殿
の
債
務
と
し
て
法
的
措
置
を
講
じ
る
」
と
脅
迫
紛
い

の
督
促
が
来
た
。

３
．
現
在
の
心
境

被
災
後
最
大
の
痛
手
で
は
、
物
質
的
喪
失
は
と
も
か
く
、
記
録
類
の
消
失
に
よ
り
、
「
こ
れ

ま
で
の
時
間
を
全
て
失
っ
た
」
と
感
じ
た
こ
と
だ
。
三
．
一
一
以
後
ど
の
よ
う
な
精
神
状
態
で

過
ご
し
た
か
、
自
問
す
る
と
ま
だ
総
括
で
き
て
い
な
い
。
全
て
を
清
く
諦
め
る
と
心
に
決
め
、
三
．

一
一
以
前
を

「
思
い
出
す

・
言
う
」
は

「
過
ぎ
た
こ
と
・
愚
痴
」
と
し
て
封
印
し
て
き
た
。
し
か

し
こ
れ
は
間
違
い
だ
っ
た
こ
と
に
近
頃
気
づ
い
た
。
「
思
い
出
し
て
も
、
言
っ
て
も
良
い
」
、
そ
う
決

め
た
ら
心
が
軽
く
な
っ
た
。
ま
た
我
が
身
に
起
き
た

「
喪
失
の
絶
対
値
」
が
確
認
出
来
て
い
な
い

こ
と
に
も
事
実
だ
。
「
命
あ
っ
て
の
物
種
」
と
激
励
す
る
人
が
い
る
と
、
「
死
ぬ
よ
り
は
ま
し
」
と

感
じ
る
。
今
住
む
家
に
不
満
を
抱
い
て
も
、
「
仮
設
よ
り
ま
だ
い
い
」
と
思
う
。
「
慣
れ
ぬ
南
国
に

住
む
の
は
暑
く
て
辛
い
、
友
人
が
遠
い
」
と
思
う
と

「
赤
道
直
下
の
外
国
よ
り
ま
し
」
と
言
う
風
に
、

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
不
満
や
違
和
感
を
抱
い
て
も
、
全
て

「
＊
＊
よ
り
は
ま
し
」
と
相
対
化
し

て
心
を
紛
ら
し
て
き
た
。
総
括
な
ど
到
底
無
理
で
、
こ
の
様
な
気
持
ち
の
動
き
が
今
後
長
く
続
く

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
命
あ
っ
て
の
物
種
」
に
戻
る
が
、
先
日
紙
上
で
親
族
を
失
い
辛
う
じ
て
生
き
残
っ
た
方
の
思
い

と
し
て
時
に
は

「
罪
悪
感
に
苛
ま
れ
る
」
と
の
記
事
を
目
に
し
た
。
有
得
な
い
感
情
と
思
う
か
も

知
れ
ぬ
が
、
被
災
者
と
し
て
共
感
を
覚
え
る
。
励
ま
し
の
意
味
の
こ
の
言
葉
さ
え
、
無
念
の
死
者

に
対
す
る

「
後
ろ
め
た
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
響
き
が
あ
る
。
美
談
は
好
む
が
、
不
平

・
不
満
は

聞
き
た
く
な
い
の
が
世
の
風
潮
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
複
雑
な
思
い
の
丈
を
全
て
吐
き
出
さ
な
い
と
、

生
活
再
建
の
気
力
も
湧
い
て
こ
な
い
と
思
う
。

こ
う
し
た
中
、
趣
味
の
弓
道
は
用
具
全
て
を
頂
き
継
続
、
音
楽
鑑
賞
も
細
々
復
活
、
畑
も
東

北
と
は
異
な
る
季
節
感
に
戸
惑
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
ど
う
し
た
訳
か
、
本
分
の
考

古
学
は
未
だ
に
手
が
つ
か
な
い
。
最
早
考
古
学
失
格
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
現
在
の
心

境
を
一
言
で
表
す
な
ら
ば

「
不
運
だ
っ
た
が
不
幸
で
は
な
い
」
に
尽
き
る
。

終
わ
り
に
、
服
部
英
雄
教
授
の
定
年
記
念
文
集
に
思
い
が
け
ず
執
筆
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

光
栄
な
こ
と
と
駄
文
を
草
し
た
が
、
場
違
い
の
感
が
拭
え
な
い
。

し
か
し
未
曾
有
の
大
震
災
を
経
験
し
た
一
考
古
学
研
究
者
と
し
て
、
聊
か
な
り
と
も
感
慨
を

残
し
て
お
き
た
い
と
念
じ
て
い
た
の
は
確
か
で
、
そ
れ
が
端
無
く
も
実
現
し
と
て
も
嬉
し
く
思
う
。

服
部
教
授
と
は
約
三
〇
年
前
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
で
部
門
は
史
跡

・
埋
蔵
文

化
財
と
違
う
も
の
の
、
三
年
間
背
中
合
わ
せ
に
座
席
が
あ
り
、
過
ご
し
た
仲
で
あ
る
。
と
も
か
く
、

紅
顔
の
服
部
君
が
そ
の
後
大
活
躍
さ
れ
、
無
事
定
年
を
お
迎
え
の
こ
と
を
慶
び
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。

（
元
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
埋
蔵
文
化
財
部
門
文
化
財
調
査
官
）
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